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研究成果の概要 

古典暗号においては一方向性関数が最も基礎的な仮定であるが、一方向性関数なしで様々な量子暗号

プリミティブが構成できることを初めて示し、暗号のトップ国際会議 Crypto に採択された。また、量

子物理でよく知られている状態の区別、変換の Duality を利用して新たなコミットメントの変換方式

と、古典では構成方法が知られていない仮定から公開鍵暗号を初めて構成し、暗号のトップ国際会議

Eurocryptに採択された。量子超越性を示す一つの方法である Proofs of quantumnessは、これまで、

collision resistanceが必要であったが、今回初めて、トラップドア Permutationのみから構成し、

理論計算機科学のトップ国際会議 ITCSに採択された。さらに、Guided local Hamiltonian問題がさま

ざまなパラメーターやより物理的な設定でも QMA 完全であることを証明し、理論計算機科学のトップ

国際会議 ICALPに採択された。 
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